
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】

令和３年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●全職員による共通理解と共通実践 ●学力向上対策評価シートに示したマイ
プランの成果指標を達成した教員を８
０％以上にする。

・教職員間でマイプランについて共有す
るとともに、授業研究会やスキルシェア
リング研修等で取組の促進を図る。 B

・10月時点でマイプランの成果指標をあと少し
で達成できたと申告した教師が85％だった。
マイプランの共有と共通実践、ふり返りを行い
研修を促進する。

A
・12月時点でマイプランの成果指標を「達成できた」「あと少しで達成できた」と申
告した教師が95%に伸びた。マイプランを意識して実践を行う意識が高まり、成果
につながった。また、SU（スキルアップ）研修を多く実施し、指導方法を共有する
ことによって実践に生かすことができた。

A
・各教師が自己評価等を中心にして取り組んでおら
れることがよく分かる。
・教師の努力に感謝する。

○説明力、対話力、学習意欲の向上に
向けた実践の充実

○自分の考えを説明することができる児
童を80％以上にする。

・自分の考えを広げたり深めたりできる
ような話し合う活動を設定する。

B

・7月に実施したアンケート調査で肯定的に回
答した児童生徒が73.1％であった。今後も
日々の授業において話し合う活動を多く取り
入れ、説明することに慣れていく取組を継続し
ていく。

B

・12月に実施したアンケート調査で肯定的に回答した児童は71.5％でほぼ変わ
らない結果だった。自分の考えをもって、書いたり比べたりすることができる児童
は85％以上という結果が出ているので、相手に伝える活動を今後も継続して取
り組んでいくことが必要である。 B

・学校便りに県学習状況調査結果について掲載されており、児
童のテストに取り組む態度を肯定的に表現され、保護者のさら
なる子どもたちへの積極的な関わりを促されていることも大事な
ことだと感じた。小学校における確かな学力の定着は、中学校
における意欲的な学習態度につながると思う。
・発表したいけどできない子どもに大人になってからできればい
いんだということを教えてほしい。

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな心
を身に付ける教育活動

○生活アンケートで肯定的な回答をした
児童を８０％以上にする。

・道徳教育の充実をはかり、「ふれあい
道徳」を授業参観日に行う。
・生活アンケートを６月に実施する。 B

・６月授業参観で各クラス「ふれあい道徳」を
行い80％の参加であった。
・６月に生活アンケートを行い、児童の実態を
把握し面談を実施することができた。

B
・生活アンケートをもとに個々の児童と面談をして児童の困り感に対応したこと
で、その児童の困り感を軽減したり、その後の様子を気にかけ見守りながら、支
援することができた。 B

・「思いやりのある子どもの育成」は、今の子どもたちに最も必
要だと思う。アンケートの結果が前期調査よりも向上しているこ
とは、先生方の常日頃の温かい声かけ等によるものではない
かと思う。
・子どもたちが孤立しないように支援を続けてほしい。

●いじめの早期発見、早期対応体制の
充実

○心のアンケートで肯定的な回答をした
児童を９０％以上にする。

・QUテストを実施し、効果的に活用す
る。
・学校全体で対応できる体制をつくる。
・心のアンケートを定期的に実施する。

B

・６月にＱＵテストを実施し、その後夏期休業
中に講師を招いて分析の仕方を研修し学級
経営に生かしている。
・心のアンケートで面談を求める児童を把握
し、ＳＣとの面談につないでいる。

A

・心のアンケートを定期的に行うことで、児童本人がその時その時で自分の心の状態を
意識し、自分の心の状態をアンケートに表すことができている。その後、アンケートでマ
イナスな評価を記している児童と面談をすることで児童の気がかりについて早期に対応
したり、支援したりすることができた。 A

・今後も心のアンケートを定期的に実施してほしい。

○仲間とのつながりを深める特別活動
の充実

○仲間とつながり、協力できる児童を８
０％以上にする。

・行事において、児童が互いに協力しな
がら活動し、仲間とのつながりを深めら
れる場を設定する。
・たてわり活動による異学年交流促進を
図る。
・各学級で、あたたかい居場所づくりや
友だちとのかかわり方について考えさせ
る取組の工夫を行う。

B

・運動会や修学旅行など､行事に向けての活
動を通して､学級や学年､全校児童のつながり
を深めることができた。
・たてわり遊びやあいさつ運動を通して､異学
年交流を深めた。また､たてわり活動以外でも
体力テストの測定などで上学年が下学年の世
話をするなど交流を行った。
・学級での居場所づくりがなかなかうまくでき
ない児童への支援をさらに行っていきたい。

A

・２月に実施したアンケートで、「学校生活や行事などで、友達と協力し、助け合
いながら活動できましたか」の項目に肯定的に回答した児童は95％だった。コロ
ナ禍においても、リモートや録画など方法を工夫しながら様々な行事や集会を実
施し、児童の活躍の場を設けることができた。
・全校での人権集会や人権週間、各学級での人権教育や道徳の学習、学級活
動などで、あたたかい居場所づくりや友だちとのかかわり方について一人一人に
考えさせることができた。

A

・明倫まつりでは、それぞれの学年でよく考え、工夫
できていた。
・担任の先生の言動が、全ての子どもに反映する。
やりがいをもち、楽しい気持ちで勤務してほしい。
・あいさつ運動は大変よくできている。あいさつができ
ない子どもへの指導をお願いしたい。

◎夢や希望を持ち、その実現に向けて
努力しようとするための教育活動

◎自分の夢や目標に向かって努力して
いる児童を８０％以上にする。

・キャリアパスポートを活用し、目標や見
通しをもって活動に取り組ませたり、活
動を通して伸びた力を振り返らせたりす
る。
・地域の人・物・事を活用した体験活動
を充実させる。

B

・学年始めや､学期末に計画的にキャリアパス
ポートを活用し､目標の意識づけやふり返りを
させることができた。
・地域人材を活用した面作りや絵画指導など､
コロナ禍においても実施方法を工夫しながら
体験活動を行うことができた。

A

・２月に実施したアンケートで、「自分の夢や目標に向かって努力をしています
か」の項目に肯定的に回答した児童は89％だった。学期や活動ごとに、キャリア
パスポートや各学級でのめあて・ふり返りなどを行ったことで、自分の頑張りや
成長を感じさせることができた。
・地域人材を活用した様々な体験活動を通して、児童の興味関心を広げたり深
めたりできた。

A

・地域人材を活用した取り組みを実施されている。大
変よいことだと思う。これからも子どもの興味関心を
広げていってほしい。

●健康・体つくり

●運動習慣の改善や定着化

●望ましい生活習慣の形成

○授業以外で運動やスポーツを行う時
間が１週間で４２０分以上の児童を70％
以上にする。

○「健康には生活習慣を整えることが大
切である」と考える児童７０％以上にす
る。

・運動に親しむことで体力向上が図れる
ような魅力的な体育の授業実践をめざ
す。
・運動に親しみやすいような環境・道具
の設定を行う。
・食育や保健体育、特活等の学習を通し
て生活習慣を整えることの大切さの理解
と啓発を図る。
・生活習慣に関するアンケートを実施す
る。 B

・日々の授業作りについては、なかなか啓発
活動ができていないが、今後、スポーツチャレ
ンジ、マラソンチャレンジなどの活用を促して
いく予定である。
・学童施設の建設に伴うサッカーゴールの移
動やソフトタッチのボールの購入など、児童が
運動に親しみやすいような環境・道具の導入
を随時行ってきた。
・給食の残菜量が減ってきている。また、毎日
朝食を採っている児童は87.1％（６月実施）で
ある。栄養教諭を中核とした食育指導も各学
年の実態に合わせて行っている。健康のため
の食の大切さの啓発を引き続き行っていく。
・コロナ禍の影響もあり、感染予防への意識
は高い。今後も手洗い・うがいの継続なども
行っていく。
・生活習慣アンケートについては、学力向上
チームのアンケートとも連携し、集計していく。

A

〇授業以外で運動やスポーツを行う時間が１週間で420分以上の児童を70％以上にす
ることができた。→【アンケート結果】71％
・スポーツ委員会によるスポーツチャレンジや冬休み明けのジョギングタイムの実施な
ど、運動に取り組む機会の設定はできたが、習慣化までは図れていない。
・昼休みの運動場（体育館）利用については、その遊び方も含め、個人差・学級差が大
きかった。来年度は、重点項目の一つとして外遊びの時間を増やし、運動に親しむ児童
が増えることを狙っていく。
・現在、体育用品の置き場が体育館倉庫、運動場倉庫、低学年コーナー前の３か所に
分散されている。低学年コーナー前にあるものについては整理ができたが、それぞれに
置くものの分類や周知がきちんとできていなかった。今年度中に整理を行い、来年度の
運営につなげていく。
〇「健康には生活習慣を整えることが大切である」と考える児童70％以上にすることが
できた。→【アンケート結果】97％
・年間８回の食育タイムの実施や給食マナーについての放送など、学校全体で同じ指
導ができている。
・「健康に食は大切である」と考える児童は、割合が低かった。意識を高めていく指導が
必要。
・保健室の来室者は昨年度より200件減。

A

・コロナ禍において、感染防止の手立てをしながら
も、児童の旺盛な活動意欲をどのように満足させる
か取り組んでおられることに頭が下がる。学校行事
等についても、全ての面で感染防止の配慮のもとに
一から計画を作り直しておられると思う。罹患者も出
ていると聞いているが、早くコロナ感染症が落ち着く
ことを願うばかりである。
・運動、スポーツ大会の成績はよいと思う。
・夏休みのラジオ体操に関心を向けるよう指導をお
願いしたい。

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外勤務時間
の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在校
等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日（毎週金曜日１８時）を設定
し、時間外勤務の削減を図る。
・年次有給休暇を計画的に昨年度実績
以上とるように呼び掛ける。

B

・定時退勤日は、意識化を図ることができつつ
ある。さらなる時間外勤務の削減を図りたい。
・年次有給休暇は、昨年度以上の取得となる
見込みである。

B

・時間外勤務時間が徐々に減ってきたが、全職員が、時間外在校等時間の上限を順守
することができなかった。さらなる時間外勤務の削減を図っていく。
・年次有給休暇については、職員会議等で計画的に取得するよう呼びかけたことで、昨
年度（１人平均8.2日）よりも取得日数（１人平均10.9日）が増えた。

B

・先生たちも少しゆとりある人生を歩んでほしい。
・心の健康がなければ指導できないので、早く帰宅す
るよう努力してほしい。

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○特別な支援を要する児
童への開発的生徒指導の
充実

○支援を要する児童の実態把握の場の
設定と対応の仕方の検討

○支援を要する児童への対応の仕方、
支援を要する児童を含む集団への働き
かけを学び、生徒指導に生かすことので
きる教員の割合を８０％にする。

・職員研修の充実とＳＣ・ＳＳＷとの連携
を図る。
・児童の実態把握と適切な対応（保護者
面談、支援会議、ケース会議の開催）を
行う。

B

・夏休みの教育相談研修、学校いじめ防止等
対策委員会をはじめ、随時ケース会議や支援
会議を行い、問題行動の予防や早期発見、適
切な対応を行ってきた。
・SC及びSSWと連携し、児童理解と適切な関
わりを行った。

A

・後期も前期同様、連絡会での気になる子の報告、支援会議等で支援を要する児童の
対応を検討し、児童のストレス軽減や問題行動の予防や早期発見に努めた。それぞれ
の児童のもつ特性は変わらないこともあるが、落ち着きが見られるようになった児童や
言動に改善が見られた児童が増えた。
・支援を要する児童の関わりや問題行動への対応を学級担任ばかりではなく、複数の
職員で行うことで、より手厚くきめ細かな指導・支援ができた。

A

・これからも温かい支援をお願いしたい。

○開かれた学校づくり

○外部評価の結果の公表と改善 ○地域人材を活用した教育活動を各学
年、年間１回は実施する。

・学校運営協議会での意見をもとに学校
改善を行う。
・学校便りを配布し、情報発信に努め
る。
・地域人材を活用した教育活動を推進す
る。

A

・２回の学校運営協議会を開催し、委員の方
との意見交換ができた。
・本校卒業生の話を聞く会やりんりんお話会、
有明海の学習、地域の施設訪問など、たくさ
んの地域の方の力を借りた学習が実施でき
た。

A

・３年生の面作り、４年生の野鳥観察、６年生の料理教室などの行事もコロナ禍
で様々な制限がある中で、たくさんの地域の方の協力で、ほぼ予定通り実施す
ることができ、子どもたちにとって貴重な体験となった。
・開校30周年記念行事も実行委員やPTA役員の支援によって、盛会のうちに終
えることができ、児童も自分の母校の歴史や伝統について学ぶことができたた。

A

・学校からの情報発信はよくしてもらっている。学校
運営協議会も年に一度くらいは、児童の教室での活
動状況をみる機会を与えてほしいと思う。
・学校便りが地域に回覧されており、喜ばれているよ
うだ。
・学校便りに明倫小ＨＰのＱＲコードを添付したらどう
だろうか。

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

中間評価 最終評価 学校関係者評価

●心の教育

学校名 鹿島市立明倫小学校

４　重点取組内容・成果指標

●学力の向上

重点取組
具体的取組

５　総合評価・

　　次年度への展望

・保護者アンケートからは、本校の教育活動に対しておおむね良好な評価を受けている。
・学力向上においては、学力向上コーディネーターや研究主任を中心に本校の課題を的確に見極め、全職員で共通理解を図り、取り組むことができた。今後も学力の底上げを図りたい。心の教育においては、気になる子、家庭環境の不安な子などに対して、児童理解を深め、組織的に対
応するように努力した。個別に対応が必要なケースが増えてきているので、ＳＣやＳＳＷ、鹿島市の福祉課や民生児童委員とも連携して対応していきたい。健康・体つくりにおいては、運動習慣の定着までにはいたっていないが、スポーツチャレンジやジョギングタイム等に取り組み、運動
に親しむ機会を増やすことができた。業務改善、働き方改革については、さらなる重点的な取組や職員の意識改革が必要である。
・学校運営協議会の協力を得て、児童は安全に安心して地域で過ごすことができた。地域の人材を生かした活動として、水泳指導、面浮立の面づくり、絵画指導等に取り組めた。今後も、地域人材を有効に活用していきたい。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である
 Ｄ：不十分である

重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・前年度はコロナ禍による学習スタイルの変更を余儀なくされたが、多くの項目について目標を達成できた。しかし、本校の課題と言える児童の実態の２極化を是正していく必要がある。学力向上においては、学力向上コーディネーターや研究主任を中心に、本校の課題を的確に見極め、全職員で各活動や振り

返り活動についての取り組みができた。心の教育においては、生徒指導主任や教育相談担当、特別支援担当を中心として、支援を要する児童について対応の仕方を学ぶことができ、各学級での対応に生かすことができた。健康・体つくりにおいては、コロナ禍における学習スタイルの変更の影響が大きく、運動

習慣の定着とまではいかなかったが、各種行事を通して運動に親しむ機会を増やした。業務改善、働き方改革については、さらなる重点的な取り組みや職員の意識改革も必要である。開かれた学校づくりでは、保護者や地域への啓発活動ができてきている。

２　学校教育目標 「いい顔　いい声　いい動き」の明倫っ子の育成

３　本年度の重点目標

【知】進んで学ぶ子どもの育成

【徳】思いやりのある子どもの育成

【体】粘り強くやり抜く子どもの育成


